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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

「
ご
挨
拶
」 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
様
々
な
事
件
・

事
故
や
国
際
情
勢
な
ど
、
な
に
か
落
ち
着
か
な

い
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
２
年
間
大
き
な
制
約
を
受
け
て
き
た

友
の
会
の
活
動
も
よ
う
や
く
計
画
に
近
い
形
で

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
８
月

に
は
、
３
年
ぶ
り
に
「
夏
季
教
養
講
座
」
を
開

催
し
、
各
府
県
支
部
の
運
営
会
議
、
表
彰
式
も

開
く
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
各
地

区
の
友
の
会
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
思
う
よ

う
な
活
動
が
し
難
い
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
警
察
官
支

援
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
地
区
友
の
会
の
皆
様
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

 

昨
年
、
当
会
は
設
立

60

年
を
迎
え
ま
し

た
。
当
時
は
安
保
闘
争
な
ど
を
め
ぐ
り
治
安
の

安
定
が
緊
急
の
課
題
で
し
た
が
、
そ
の
後
我
が

国
は
、
世
界
で
有
数
の
安
全
な
国
と
な
り
、
私

た
ち
は
そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。
私

は
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
支
え
る
現
場
の
警

察
官
を
勇
気
づ
け
、
感
謝
の
思
い
を
届
け
、
少

し
で
も
快
適
な
環
境
で
の
勤
務
に
役
立
て
れ

ば
、
と
の
思
い
で
友
の
会
の
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
会
員
の
高
齢
化
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
、
企
業
に
お
け
る
警
察
支
援
活

動
の
優
先
順
位
が
低
下
す
る
な
ど
、
友
の
会
の

会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
す
べ
て
の
社
会
生
活

の
基
盤
と
な
る
治
安
の
安
定
に
向
け
て
警
察
官

友
の
会
の
果
た
す
役
割
を
伝
え
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
は
遠
い
も

の
の
、
徐
々
に
通
常
の
社
会
活
動
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

理
事
長 

小
嶋 

淳
司 

新ユニフォームで演技する兵庫県警察音楽隊カラーガード隊 

 

（
写
真
提
供 

兵
庫
県
警
） 
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近畿優良警察職員に感謝の会 

令
和
４
年

10

月

19

日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
、

近
畿
管
区
警
察
局
後
援
、

12

社
賛
助
の
も
と
「
令
和

４
年
度
近
畿
優
良
警
察
職
員

に
感
謝
の
会
」
を
開
催
し
、

24

名
の
受
賞
者
は
家
族
と

と
も
に
出
席
し
た
。
京
都
府

公
安
委
員
会
・
森
田
雅
之
委

員
長
、
近
畿
管
区
警
察
局
・

松
岡
亮
介
局
長
ほ
か

11

名

を
来
賓
と
し
て
招
き
、
当
会

か
ら
は
理
事
長
ほ
か

17

名

の

役

員

が

出

席

し

た

。 

 

当
会
小
嶋
淳
司
理
事
長
が 

 

式
辞
を
述
べ
た
後
、
管
区
局

及
び
各
府
県
の
受
賞
者
と
家

族
に
楯
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

 

 

引
き
続
き
、
讀
賣
テ
レ
ビ

放
送
株
式
会
社
・
大
橋
善
光

社
長
か
ら
記
念
の
置
時
計
が

贈
ら
れ
た
。 

来
賓
の
京
都
府
公
安
委
員

会
・
森
田
雅
之
委
員
長
、
近

畿
管
区
警
察
局
・
松
岡
亮
介

局
長
、
大
阪
府
警
察
本
部
・

津
田
隆
好
副
本
部
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
受

賞
者
代
表
が
「
本
日
の
受
賞

を
契
機
と
し
て
、
初
心
に
立

ち
返
り
、
一
層
の
努
力
を
重

ね
精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
を
囲

ん
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。 

 

【近畿優良警察職員に感謝の会】 

 

【式辞を述べる小嶋理事長】 

夏
季
教
養
講
座 

 

令
和
４
年
８
月

26

日
、

ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪

に
て
近
畿
管
区
警
察
局
と
３

年
ぶ
り
に
共
催
し
た
。
拓
殖

大
学
顧
問
、
元
防
衛
大
臣
の

森
本
敏
氏
が
「
台
湾
シ
ナ
リ

オ
と
日
本
の
安
全
保
障
」
、

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
事
務
局
長
の
楊

井
人
文
氏
が
「
フ
ァ
ク
ト
チ

ェ
ッ
ク
～
偽
情
報
の
脱
力
化

を
目
指
し
て
～
」
と
題
し
た

講
演
を
行
い
、
近
畿
管
区
内

の
警
察
幹
部

71

名
が
熱
心

に
聴
講
し
た
。 

 

外
部
表
彰
事
業 

☆
「
令
和
４
年
度
近
畿
管
区

内
優
秀
警
察
職
員
表
彰
式
」 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
で

令
和
４
年

11

月

18

日
、
ホ

テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に

て
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら 

江
浦
副
理
事
長
が
出
席
、

17

名
の
警
察
職
員
に
記
念

品
を
贈
呈
し
祝
辞
を
述
べ

た
。 

 

本
部
助
成
事
業 

 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
の

柔
道
・
剣
道
大
会
が
令
和
４

年
７
月

27

日
に
、
逮
捕

術
・
拳
銃
射
撃
競
技
大
会
が

９
月

16

日
に
３
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
、
優
勝
者
に
当
会

寄
贈
の
ク
リ
ス
タ
ル
メ
ダ
ル

が
贈
呈
さ
れ
た
。 

 

本部事業 

【管区局表彰式にて 
祝辞を述べる江浦副理事長】 

☆
第

136

回
「
近
畿
の
警
察

官
」
表
彰
の
つ
ど
い 

産
経
新
聞
社
提
唱
で
令
和
４

年

11

月

30

日
、
大
阪
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
日
下
専
務
理
事

が
出
席
、
６
名
の
警
察
官
に
記

念
品
を
贈
呈
し
た
。 
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各府県支部事業 

 
滋
賀
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
４
年
９
月
９
日
、
び
わ
湖
大
津

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
「
令
和
４
年

度
滋
賀
県
優
良
警
察
官
表
彰
式
」
を 

鶴
代
滋
賀
県
警
察
本
部
長
ほ
か
警
察
官

幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。

土
沢
健
一
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
優
良
警
察
官
５
名
（
家
族
同
伴
）

に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
５
年
２
月

15

日
、
滋
賀
県
警

察
本
部
に
て
、
寄
贈
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど

の
目
録
を
、
土
沢
支
部
長
よ
り
鶴
代
警

察
本
部
長
に
贈
呈
し
た
。 

【謝辞を受ける土沢支部長】 

大
阪
府
支
部 

☆
表
彰
式 

令
和
５
年
２
月
３
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
大
阪
に
て
「
令
和
４
年
度
大
阪
府
警

察
優
良
警
察
官
・
民
間
警
察
協
力
功
労

者
表
彰
式
」
を
野
村
大
阪
府
警
察
本
部

長
ほ
か
警
察
官
幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開

催
し
た
。
延
原
健
二
支
部
長
が
式
辞
を

述
べ
た
後
、
優
良
警
察
官

22

名
（
家

族
同
伴
）
と
民
間
警
察
協
力
功
労
者
２

名
に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
贈
呈
し

た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

令
和
４
年

12

月
５
日
、
大
阪
府
警

察
本
部
に
て
、
寄
贈
品

51

品
目

243

点

の
目
録
を
、
延
原
支
部
長
よ
り
警
察
本

部
辻󠄀
総
務
課
長
に
贈
呈
し
た
。 

 

兵
庫
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
４
年
８
月

10

日
、
ラ
ッ
セ
ホ

ー
ル
に
て
「
第

44

回
兵
庫
県
優
良
警

察

官

・

民

間

警

察

協

力

功

労

者

表
彰
式
」
を
小
西
兵
庫
県
公
安
委
員
長
、

遠
藤
兵
庫
県
防
災
監
（
知
事
代
理
）
、

桐
原
兵
庫
県
警
察
本
部
長
ほ
か
警
察
官

幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。
桑
田

純
一
郎
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、

優
良
警
察
官

10

名
、
民
間
警
察
協
力

功
労
者
２
名
（
い
ず
れ
も
家
族
同
伴
）

に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
５
年

1

月

23

日
、
兵
庫
県
警

察
本
部
に
て
、
寄
贈
し
た
音
楽
隊
（
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
）
衣
装
【
１
頁
の
写
真

参
照
】
な
ど
の
目
録
を
、
支
部
長
を
代

行
し
て
日
下
専
務
理
事
が
警
察
本
部

三
木
総
務
部
長
に
贈
呈
し
た
。 

    

【式辞を述べる桑田支部長】 

【表彰式の模様】 
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大
阪
市
中
央
区
谷
町
三
丁
目
一
番
九
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Ｍ
Ｇ
大
手
前
ビ
ル
二
階 

 
 

電
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〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
三
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
四
一 

編
集
兼
発
行
人 

 
 

 

日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

       
 

 

奈
良
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
４
年

11

月
９
日
、
ホ
テ
ル
リ

ガ
ー
レ
春
日
野
に
て
「
第

45

回
奈
良

県
警
察
優
良
警
察
官
表
彰
式
」
を
村
井

奈
良
県
副
知
事
（
知
事
代
理
）、
向
井
奈

良
県
公
安
委
員
長
、
安
枝
奈
良
県
警
察

本
部
長
ほ
か
警
察
官
幹
部
を
来
賓
に
迎

え
開
催
し
た
。
森
本
俊
一
支
部
長
が
式

辞
を
述
べ
た
後
、
優
良
警
察
官

12

名

（
家
族
同
伴
）
に
感
謝
の
楯
と
記
念
品

を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
事
業 

 

奈
良
県
警
察
本
部
を
通
じ
て
各
部
署

に
飲
料
や
食
品
な
ど
の
激
励
品
及
び
ミ

ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
な
ど
の
物
品
を

寄
贈
し
た
。（
一
部
予
定
） 

 

和
歌
山
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
４
年

10

月

25

日
、
ホ
テ
ル
ア

バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に
て
「
令
和
４
年
度

和
歌
山
県
優
良
警
察
官
表
彰
式
」
を

山
﨑
和
歌
山
県
警
察
本
部
長
ほ
か
警
察

官
幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。 

成
川
守
彦
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
優
良
警
察
官

18

名
に
感
謝
の
楯

と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
５
年
２
月
１
日
、
和
歌
山
県
警

察
本
部
に
て
、
寄
贈
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
チ
ェ
ア
な
ど
の
目
録
を
、
成
川
支
部

長
よ
り
山
﨑
本
部
長
に
贈
呈
し
た
。 

  

【目録贈呈後の記念撮影】 

】 

当面の予定 

開催日           行事名  

３月１３日（月） 理事会（予算） 

６月 ６日（火） 理事会（決算） 

６月２２日（木） 評議員会 

８月２５日（金） 夏季教養講座 

１０月１８日（水） 近畿優良警察職員に感謝の会 

当財団のＨＰもぜひご覧ください。 

https://www.kk-tomo.com/ 

【式辞を述べる森本支部長】 

 

あ
と
が
き 

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

出
口
が
見
え
て
、
少
し
ず
つ
生

活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
以

前
と
同
様
の
生
活
に
戻
る
こ
と

は
な
さ
そ
う
な
毎
日
で
す
。 

 
 

こ
の
３
年
間
で
多
く
の
こ
と

が
様
変
わ
り
し
、
価
値
観
も
さ

ら
に
多
様
に
な
り
、
従
来
の
観

点
や
経
験
で
は
推
し
量
れ
な
い

事
態
が
多
く
戸
惑
う
こ
と
も
増

え
ま
し
た
。
し
か
し
先
人
は
戦

前
・
戦
後
で
も
っ
と
大
き
な
変

化
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
以
前
に
は
戻

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
次
代
に
残

せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。 

時
代
が
変
化
し
て
も
安
全
・

安
心
な
毎
日
を
誰
も
が
願
う
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
友
の
会
活
動
を
通

じ
て
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 


